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ニュースの感想やご意見、お困りごとなどなんでもお寄せください。SNSやホームページも是非
ご覧ください。ポスター設置箇所のご提供やお手伝いいただける方もお気軽にご連絡ください！

～県議会議員 関本まさきの県政報告～

１２月定例議会報告

直近で発表された県の動き

■１２月の定例会においても山下知事から出された議案は、条例改正や物価高騰対策等の

補正予算、関西広域連合への全面参加に関するもの等全て可決されました。概要は右記。

■今回の１２月議会において、自由民主党・無所属の会及び改新ならの一部議員らから議員の期末手

当引き上げ（０．１月分）の議案が提出されました。岸田首相は増額になる分を自主返納、京都市議

会においては市民の暮らしをよくするために、令和６年１月から令和９年３月まで議員報酬２割削減

するということを自民党も含め全会一致で可決しました。が、奈良県議会ではこういった議案が出さ

れており、 ６月議会で会派：日本維新の会から出した議員報酬２割削減の議案も否決されています。

物価高騰で生活が苦しくなっておられる方も多く、到底理解を得られるものではないと日本維新の会、

公明党、共産党は反対しましたが賛成多数で可決されました。私たちは今後増額相当分は身を切る改

革として集約し、被災地への寄付等を行ってまいります。

■令和５年１２月５日発表 ならの道リフレッシュプロジェクト

令和６年度から令和１０年度まで５ヶ年、総事業費約８０億円をかけて道路の計画的に維持管理。

・限られた予算で多くの路面を修繕すべく表層修繕を実施するも、すぐに損傷し修繕が追い付かず

→大型車交通量1000台／方向 以上の県管理道路を損傷度に応じた舗装修繕を実施し耐久性向上

・主要道路での草刈りに多額の費用がかかるも追い付かず住民満足度が向上しない

→道路の外側をコンクリートなどで覆い雑草のはみだしを軽減させる

（市内だと奈良大和郡山斑鳩線：富雄川沿いの道路、片桐中学校南側あたり）

・要修繕箇所の状況が電話だと伝わりにくい、道路パトロールは日常的に行うことが困難

→LINEによる通報サービスを始める、ドライブレコーダー画像をAIで診断し異常箇所を検出

■令和５年１２月２２日発表 ぬくもりあふれる公園プロジェクト

令和６年度から令和１０年度まで５ヶ年、総事業費約２２億円をかけて馬見丘陵公園、奈良公園、

大渕池公園、竜田公園、大和民俗公園の改修を行っていく。内容は公園によって異なるが、主要

な園路のバリアフリー化、洋式便器やおむつ交換台の設置などトイレの整備、授乳施設の設置、

車いす優先区画やゆずりあい区画などおもいやり駐車場の設置、休憩施設の設置 です。

もちろん正式には次年度予算が議決されてからですが県としての計画を打ち出しています。
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